
                                               

                                             

火災の内容 

灯油を補給しようと石油ストーブ本体からカートリッジタンクを取り出し、

給油後、本体に戻そうとしたところ、カートリッジタンクから灯油が漏れ出し

て火災になったものです。   

原因について 

火事になった石油ストーブはリコール対象製品でした。 

石油ストーブに付属するカートリッジタンクは「よごれま栓タンク」と呼ば

れるもので、平成６年（1994 年）から平成 12 年（2000 年）に製造されたもの

に長時間の使用などで「半ロック状態」となる事象が確認されています。 

  リコール情報によると平成 12 年（2000 年）以前の古いストーブの一部にお

いて、確実にロックするまで押さず、ロックの確認を行わなかった場合、給油

口がロックされたと誤認し、取扱い中不意に給油口が開き、油がこぼれるなど

火災になるおそれがあるとのことです。 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費者庁リコール情報や製品評価技術基盤機構（nite）HP でも詳細を見ることが出来ます 

・・・火火災災がが発発生生ししたた場場合合はは、、直直ぐぐにに消消防防（（１１１１９９））へへ通通報報ししててくくだだささいい。。・・・ 

対象製品を使用されている方は、カートリッジタンクの無償点検を行いますので

下記フリーダイヤルまで連絡してください。 

株式会社 コロナ   

お客様相談口 0120－623－238   

平日 午前９時から午後５時 （土・日・祝日並びに休業日を除く）  

給油時は必ず消火！ 確実にふた（キャップ）を締める！ 






